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北九 州港廃棄物海面処 分場整備事業に係 る公共事業再評価 に 

 関する検討会議及び市民意見を踏まえた市の対応方針について

（報告）  

響 灘 東 地区の 廃 棄物 海 面 処 分場 に つい て は 、 平成 26 年度 に 事 業 着手 し 、現

在 、 海 上 工事を 進め て い る とこ ろ であ る 。  

当 事 業 は 、 国 の 補 助 事 業 を 活 用 し て お り、「 国 土 交 通 省 所 管 公 共 事 業 の 再評

価 実 施 要 領」等 に基 づ き 、事業 着 手後 5 年 を経過 し た時 点 で 公 共事 業 再評 価 を

行 う 必 要 がある こと か ら 、 今年 度 、所 定 の 手 続き を 行っ て い る 。  

昨 年 11 月 7 日の「公 共 事 業 再評 価 に関 す る 検 討会議（外 部 委 員 会）」におい

て 、変 更計 画 どおり 進 め て いく こ とに つ い て「 異 論はな い 」との 意 見をい た だ

い た 。  

こ の 度 、公共事 業 再評 価 に 関 する 検 討会 議及 び 市民 意 見を 踏 ま え た市 の 対応

方 針 に つ いて報 告す る も の であ る 。  

１  市民意見の募集・結果について  

（１）意見募集期間  

平成 30 年 12 月 17 日（月）から平成 31 年 1 月 16 日（水）まで（31 日間） 

（２）意見提出状況  

    意見無 し  

２  市の対応方針について  

  「 変 更計画 どお り 事 業 を継 続 する 」  

３  今後のスケジュール  

  平 成 31 年 2 月  市 の 対 応方 針 の公 表  

（ ホ ー ム ペー ジ への掲 載 、 区役 所 及び 出 張 所 での 閲 覧）  



北九州港廃棄物海面処分場整備事業における公共事業再評価の概要  

１  事業概要  

（ １ ） 事 業 名 ：北 九 州 港 廃棄 物 海面 処 分 場 整備 事 業

（ ２ ） 事業箇 所 ：北 九 州 市 若松 区 響町 二 丁 目 地先

（ ３ ） 処分場 概 要

処 分 場 面 積： 約 38ha（ 管 理 型 ：約 22ha、 安 定 型 ：約 16ha）

（ ４ ） 事業期 間 ：平 成 26 年 度～ 平 成 39 年 度

２  主な変更内容

（１）事業期間および事業費  

前 回 （ 平 成 25 年 度 ）  今 回 （ 平 成 30 年 度）
備 考  

事 業 期 間  事 業 費  事 業 期 間  事 業 費  

港 湾 事 業 （ 埋 立 護 岸 ） 
H26～ H39 

174 億 円  
H26～ H39 

237 億 円  ＋ 63 億 円  

環 境 事 業 （ 処 理 施 設 ） 18 億 円  18 億 円  －  

全  体   192 億 円   255 億 円  ＋ 63 億 円  

（２）事業費の変更要因  

・ 遮 水 構 造、 護 岸構 造 の 変 更に よ る増 額 （ 下 図の と おり ）

・人 件 費や 資 材 価 格の 高 騰に よ る 増 額

参考資料 

処 理 容 量 ：約 457 万  （ 管 理型 ： 253 万  、 安定 型 ：約 204 万  ）

【 変 更 前 】 【 変 更 後 】

新設処分場（管理型）

新設処分場（安定型）
既 設 処 分 場 （ 管 理 型 ）  

既 設 処 分 場 （ 安 定 型 ）  

響灘西地区  響灘東地区  


